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共同生活援助事業所連絡会 会議録概要 

名 称 令和 6 年度 第 2 回 共同生活援助事業所連絡会 

日 時 令和 7年 2月 19日(火) 10時 00分～12時 00分 

場 所 あいトピア 3階 研修室 

出 席 者 

ケアホーム夢実の郷（神谷）、NOIE TOYOHASHI（永瀬）、アイエスエフベネフィット豊橋（川

口）、来夢の家（水野）、スマイルの家（山本）、グループホーム・ナイス（大田）、ケアホーム

ふたば（北尾）、グループホームふわふわ岩屋（小松）、あさひの家（加藤）、ゆうみのいえ（横

山）、蔵（大澤）、わおんアットウォーム（河邉）、明日香ホーム（井上）、ソーシャルインクル

ーホーム豊橋往完町（渋谷）、ソーシャルインクルーホーム豊橋鍵田町（畠山）、メゾン・ドゥ・

ラック（廣崎）、あかね荘（朝倉）、昭和の里サンライズ（永田）、クライスハイム豊橋事業所

（高川）、すみれホーム（工藤）、アペックスハイム IWATA（佐藤）、なごみホーム（彦坂）、GH

昴の家（石野）、グループホームほのか（荻野）、ひこうき雲（海村）、東脇グループホーム（小

池）、事業会グループホーム（吉村）、豊橋市役所障害福祉課（野々村・渡曾）、とよはし総合

相談支援センター（浅井・鈴木佐） 合計… 31名 

議 題 

1. 連絡事項 

2. 地域連携推進会議について 

3. グループワーク 

 テーマ「地域連携推進会議について」 

4. その他 

今回の課題 

１ 連絡事項 

（障害福祉課 野々村氏より説明） 

 

 

２ 地域連携推進会議について 

（障害福祉課 野々村氏より説明） 

【意見】特になし 

 

 

３ グループワーク 

   （事業会・木もれ陽 阿部氏より説明） 

   テーマ「地域連携推進会議について」 

（1G） 

会議の参加メンバーについて、地域の関係者のところで例えば自治会の人に参加していただ

こうというときに、どういうふうにお願いすればよいのか。1単位の事業所が個別訪問をして

説明をしていくのは非常に難しいと思う。行政の人が地域の自治体や学校関係者に、地域の福

祉事業所から参加を依頼されることがあるかもしれないと事前に案内していただけるとよい

のではないか。 
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（3G） 

地域の関係者については町内会、自治会、民生委員、学校職員などに声を掛けることになるの

ではないか。2時間くらい拘束するので、来ていただくのはいいが 2回目以降は足が遠のくの

ではないか。来ていただく工夫が 2回目以降必要になるのではないか。1事業所番号でホーム

を複数持っている所だと地理的に遠方に回ることになるので負担になる。その辺も考えない

といけない。１回手引きを基にやってみてイメージを作らないと 2 回目以降は全然想像がつ

かない。 

 

（2G） 

会議の構成員に集まっていただくのは、利用者が日中活動している、保護者も仕事があること

を考えると、土日のほうが参加しやすいのではないか。そうすると休日出勤する職員が出てく

る。地域の関係者のところで自治会の人、民生委員は話をすればある程度ご理解いただけるの

ではないか。それ以外の人だと車や公共交通機関で来ていただくと時間も頂戴するのでハー

ドルが高い。参加をお願いすると日程調整に苦戦しそう。手配する一部の職員に負荷がかか

る。事業所の自浄作用、ガバナンスが利いているのかというところを見ていただきたいが、ど

この誰に見ていただいたらいいのか。ホームのある近隣の人に一番知ってもらいたい。分から

ないというところが不安だと思うのでそこを分かるようにしていき、不安はないということ

でこれから一緒に協力していただきたいということもこういう場でお願いができるのではな

いか。 

 

（5G） 

自治会や行政から説明しておいてもらったほうがお願いしやすい。日程についても土日のほ

うがやりやすい。出てもらったときに報酬はどうしたらいいのか。 

 

（4G） 

地域の関係者への参加依頼について、地域の中でのホームの関係性などで難しいのではない

か。選定しづらいということもある。利用者の家族にお願いするときに、基本的にお任せだか

らそういうことに関わりたくないと言われてしまうと、選択肢が狭まってしまうという問題

を抱えている事業所がある。規模が大きければ比較的選びやすいが、小規模の所だとそういう

話が現実にある。 

 

【意見】 

・行政から民生委員や自治会などに説明してほしいという意見が複数出たが、それについてど

う思うか。 

➡自治会に限定したものではないが、意見をふまえながら検討したい。伝える場は年初、総会

等の中でお知らせという形で差し込ませてもらえるのであれば可能性としてはある。 

会議の開催日時について、土日でも休日出勤という形で可能な限り対応する。日程調整のとき

に個別に相談させていただく。 

 

・日程調整して議題を決めて利用者からアンケートを取り集計するとなると、かなりの準備期

間が必要。準備して日程調整するのではなく、日程調整してからそれに向けて準備をしていっ

たほうが効率はよいのではないか。 

・利用者の満足度アンケートについてはある程度事業所統一のものがあり、付加として各事業

所独自のアンケートがあってもよいのではないか。 

・報酬について、報酬でなくてもお車代、菓子折りなどが必要なのかもしれない。 
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・任期についても絡めて考えると、地域推進連携会議の要綱も必要になってくるのかもしれな

い。 

 

 

４ その他 

（神谷会長）任期終了の挨拶。 

（スマイルの家 山本氏）来年度会長就任の挨拶。 

 


